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平
成
二
十
七
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な

　

心
に
火
災
が

　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ

　
　

 

八
〇
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校

第
六
九
期 
初
任
教
育
入
校
式

　

こ
こ
で
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
は
、
危

険
回
避
や
注
意
喚
起
の
た
め
に
、
教
官
が

厳
し
く
指
導
す
る
場
面
が
必
ず
あ
り
ま

す
。学
生
諸
君
、
ど
う
か
入
校
期
間
中
は
、

怯
む
こ
と
な
く
強
い
信
念
を
持
っ
て
、
必

要
な
知
識
や
技
術
の
修
得
に
全
力
で
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
初
任
教
育
第
六
九
期
学
生
と
し

て
、
入
校
の
意
義
と
消
防
の
責
務
を
自
覚

し
、校
則
を
守
り
、和
を
尊
び
、規
律
あ
る

学
校
生
活
を
通
じ
て
、勉
学
研
修
に
励
み
、

消
防
職
員
と
し
て
地
域
住
民
の
信
頼
に
値

す
る
人
格
陶
冶
に
つ
と
め
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

　

平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日
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角
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域
行
政
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士　

奈
良　

春
樹

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
六
九

期
入
校
式
が
四
月
一
〇
日（
金
）、
県
内
一

三
消
防
本
部
か
ら
八
〇
名
の
入
校
生
並
び

に
来
賓
、家
族
な
ど
二
四
〇
名
が
出
席
し
、

同
校
屋
内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
入
校
生

の
名
前
が
一
人
ひ
と
り
発
表
さ
れ
、
保
坂

雅
弘
校
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、堀
井
啓
一
秋
田
県
副
知
事
、草

彅
忠
誠
秋
田
県
消
防
協
会
副
会
長
、
森
合

和
美
秋
田
県
消
防
長
会
長
（
秋
田
市
消
防

長
）
が
入
校
生
を
激
励
、
入
校
生
を
代
表

し
て
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
奈
良

春
樹
消
防
士
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
校
生
は
、
九
月
一
八
日（
金
）ま
で
の

約
半
年
間
、
寮
で
共
同
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
消
防
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的
知
識
と

技
術
の
習
得
、厳
正
な
規
律
、旺
盛
な
気
力

と
体
力
の
錬
成
な
ど
の
教
育
訓
練
を
受

け
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
女
性
消
防
士
五
名
が
入
校

し
、
こ
れ
で
八
年
連
続
の
三
一
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

消
防
士
と
し
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
入
校
を
、
教
職

員
一
同
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
国
民
皆

が
目
に
し
た
よ
う
に
、近
年
の
災
害
は
、多

様
化
、
複
合
化
、
大
規
模
化
し
て
お
り
ま

す
。ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
ろ
う
と
も
、

消
防
の
任
務
は
、住
民
の
生
命
や
身
体
、財

産
を
守
り
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
尽

き
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
消
防
に
対
す
る
住
民
の

期
待
は
実
に
大
き
く
、消
防
職
員
に
は
、火

災
や
救
急
に
止
ま
ら
ず
、
各
種
の
自
然
災

害
、
大
規
模
災
害
等
へ
の
迅
速
で
的
確
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
想
像
を
絶
す
る
災
害
現
場
で
活

動
す
る
た
め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
逆
境
に
耐
え
う
る
精

神
力
や
忍
耐
力
が
必
要
で
あ
り
、
様
々
な

技
術
や
訓
練
を
体
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 校

長

式

校

長

式

辞
（
要
約

（
要
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校

長

式

辞
（
要
約)
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誓
（
全
文
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（
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保
坂
校
長

入
校
生
宣
誓
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秋田県消防学校職員名簿

初任教育第69期　入校生名簿

総務班
主幹・班長　大　高　直　樹
主　　任　佐　藤　弘　康
主　　任　伊　東　絵　美
技能主任　篠　田　　　均
舎　　監　長谷部　　　寿
舎　　監　猪　俣　秀　二
防災学習館説明員
　　　　　高　橋　　　博    
　　　　　佐　藤　　　伸   
　　　　　田　中　裕　子 

教務班
副主幹・班長　大　野　光　徳
副 主 幹　伊　藤　　　均
副 主 幹　佐　藤　和　則
副 主 幹　小笠原　伸　一
主　　査　佐　藤　純　人
講　　師　大　澤　善　樹
講　　師　樋　渡　統　一

校　　　長　　保　坂　雅　弘
副　校　長　　越後屋　光　晴

【１組】
秋田市消防本部
　　伊　藤　康　平　　　佐々木　　　翔
　　棚　谷　慎太朗　　　田　口　宗　人
　　石　川　泰　寛　　　政　岡　沙　綾
大館市消防本部
　　本　城　　　駿　　　三　浦　大　和
　　大　森　　　柊
北秋田市消防本部
　　佐　藤　健　翔
由利本荘市消防本部
　　三　浦　圭　悟　　　佐　藤　将　斗
　　真　坂　公　章　　　木　嶋　諒　斗
にかほ市消防本部
　　安　倍　真一郎　　　田　仲　純　平
横手市消防本部
　　髙　橋　　　渉　　　平　塚　龍　聖
五城目町消防本部
　　中　道　聖　也
鹿角広域行政組合消防本部
　　木　村　　　匠
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　伊　藤　二　十　　　岳　田　貴　浩
　　佐　藤　　　翔　　　佐　藤　雄　司
湖東地区行政一部事務組合消防本部
　　鳥　海　颯　汰
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　鈴　木　智　裕　　　田　中　謙　也
　　吉　田　光　佑
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　武　石　駿　帆　　　藤　井　和　磨
　　栗谷川　大　地　　　石　橋　瑞　翔
　　佐々木　将　吾　　　藤　田　航　平
　　山　形　　　駿　　　赤　倉　巧　也
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　高　橋　宏　和　　　斉　藤　創　史
　　加　藤　芙実華　　　佐々木　祐　哉

草
彅
消
防
協
会
副
会
長

森
合
消
防
長
会
長

【２組】
秋田市消防本部
　　佐々木　克　敏　　　鈴　木　　　央
　　浅　野　颯　太　　　井　上　　　拓
　　村　上　睦　毅　　　石　井　雅　也
大館市消防本部
　　小　林　豊和樹　　　奈　良　大　那
　　斉　藤　祐　人
北秋田市消防本部
　　齋　藤　将　太
由利本荘市消防本部
　　蒲　野　孝　次　　　佐々木　　　翔
　　北　島　和　明　　　菅　原　康　平
にかほ市消防本部
　　須　藤　歩　夢
横手市消防本部
　　佐　藤　恵太郎　　　髙　𣘺　拓　緯
　　髙　𣘺　布裕子　　　小松谷　岳　瑠
五城目町消防本部
　　舘　岡　拓　海
鹿角広域行政組合消防本部
　　奈　良　春　樹　　　大角地　泰　輝
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　工　藤　拓　真　　　工　藤　秀　平
　　藤　田　　　歩　　　藤　田　拓　真
湖東地区行政一部事務組合消防本部
　　畠　山　卓　真
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　渡　部　裕　子　　　渡　部　勇　貴
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　冨　岡　卓　矢　　　茂　木　康　然
　　佐　藤　勇　成　　　伊　藤　涼　佑
　　赤　倉　　　匠　　　伊　藤　　　聡
　　太　田　和　寿
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 
　　武　田　俊　高　　　谷　藤　　　東
　　伊　藤　優　人　　　畠　山　　　梓
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教 育 訓 練 計 画（総括表）

秋田県消防学校　平成27年度教育訓練計画

教　　育　　課　　程 教　育　実　施　期　間 入　　校　　対　　象　　者日数 時　　　　期

消　
　
　
　
　
　

防　
　
　
　
　
　

職　
　
　
　
　
　

員

初 任 教 育 164 H27.4.8～H27.9.18  新たに採用された消防職員

専　
　
　

科　
　
　

教　
　
　

育

警 防 科 12 H27.10.19～H27.10.30 警防業務に従事している者又は従事しようとする
者で、消防歴３年以上の者

火  災  調  査  科 12 H27.9.28～H27.10.9 火災調査業務に従事している者又は従事しようと
する者で、消防歴３年以上の者

危 　険 　物 　科 5 H27.11.30～H27.12.4 危険物業務に従事している者又は従事しようとす
る者で、消防歴３年以上の者

救 急 科 52 H28.1.6～H28.2.26 救急業務に従事しようとする者

救 助 科 29 H27.10.1～H27.10.29 35歳以下の救助業務に耐えうる体力を有している
者

特 殊 災 害 科 9 H27.11.11～H27.11.20 警防及び救助業務に従事している者又は従事しよ
うとする者で、消防士長以上の階級にある者

幹 部 教 育 9 H27.7.23～H27.7.31 55歳以下の消防司令以上の階級にある者

消防操法指導員講習 2 H27.5.7～H27.5.8 消防士長以上の階級で、訓練礼式・消防操法を担
当する者

救 急 特 別 講 習 5 H27.12.7～H27.12.11 救急救命士養成所への入所予定者

ビデオ喉頭鏡追加講習

救急救命処置拡大追加講習

2

3

H27.11.5～H27.11.6 気管挿管資格者である救急救命士

H27.11.25～H27.11.27 薬剤投与認定救急救命士

消　
　
　

防　
　
　

団　
　
　

員

基 礎 教 育 2 H28.3.5～H28.3.6 団員の階級にある者

幹 部 教 育 指 揮 幹 部 科
分 団 指 揮 課 程 2 H28.2.27～H28.2.28 分団長、副分団長の階級にある者
　

特　

別　

教　

育　

　

特　

別　

教　

育　

女性消防団員教育 2 H27.11.7～H27.11.8 秋田県消防協会の推薦による女性団員

日 消 指 導 員 教 育 2 H27.11.28～H27.11.29 団員の教育訓練を担当する者

現 地 教 育 （内容・時間数について、地
域の実情を勘案して実施） 市町村長等の推薦による団員

一 日 入 校 教 育 （内容・時間数について、要
望を勘案して実施） 市町村長等の推薦による団員

そ
の
他

そ の 他 入 校 教 育 （内容・時間数について、要
望を勘案して実施） 各種団体等の要請による

　秋田県消防学校では、消防団員を対象とした教育訓練を行っています。そのうち基礎教育第61期、幹部
教育指揮幹部科分団指揮課程第2期の実施要領を紹介しますので、参考にしていただき、多くの団員が受
講されることを期待しております。
　  なお、受講希望者は市町村消防団係にお問い合せ下さい。

消防団員基礎教育第61期
　　入団して概ね３年未満の消防団員に対して、基礎
　的教育を行う。
　団員の階級にある者
　平成28年３月５日(土)～６日(日)
　　　　　　教科目（教育内容） 時間数
　訓練礼式（各個訓練、小隊訓練、通常点検要領） 2
　組織制度（消防団の組織制度） 1
　ポンプ操法（消防ポンプ操法） 2
　火災防ぎょ・安全管理（火災防ぎょ、安全対策） 2
　防災（災害対策） 1
　救急救助（応急手当、基本結索） 2
　行事その他（入校式、修了式等） 2
　　　　　　　　　  計 12

幹部教育指揮幹部科分団指揮課程第２期
　　分団の指揮者としての職責を自覚させ、消防団の
　管理運営等、広い知識を持たせる。
　分団長、副分団長の階級にある者
　平成28年２月27日(土)～２月28日(日)
　　　　　　教科目（教育内容） 時間数
　講話（職責と心構え） 1
　防災（災害基本法と消防団の役割等） 4
　安全管理、組織制度（公務災害補償制度
　の概要、消防団組織の現況等） 1
　災害対応図上訓練（分団本部活動・管理
　運営要領、部隊等の安全管理等） 4
　事例研究（消防団の充実強化及び活性化事例等） 1
　行事その他（入校式、修了式等） 1
　　　　　　　　　  計 12

教育課程

目　　的

対 象 者
教育期間
教科目及
び時間数
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新

消

防

長

紹

介

新
消
防
団
長
紹
介

　

平
成
二
七
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第

二
四
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
消
防
関
係
の
本
県
受
章
者

は
叙
勲
二
一
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

八
名
、
褒
章
二
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
記
載
は
五
十
音
順
）

   □
瑞
宝
単
光
章
（
二
一
名
）

　

元
大
森
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

赤　

川　

榮　

悦

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

阿　

部　

八
十
一

　

元
横
手
市
増
田
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

石　

山　

利　

則

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

伊　

藤　

作
十
郎

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

五
代
儀　

博　

紀

　

元
西
木
村
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

江　

橋　
　
　

幸

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

大　

山　
　
　

昇

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

加
賀
屋　

金　

雄

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

柏　

谷　
　
　

勲

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

河　

越　

昭　

夫

　

元
角
館
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

草　

彅　
　
　

豊

　

元
雄
和
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

酒　

井　

善
重
郎

　

元
大
内
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐
々
木　

武　

二

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

弘　

一

　

元
平
鹿
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

佐　

藤　

義　

昭

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菅　

野　

辰　

男

　

元
雄
勝
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鈴　

木　

清　

春

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

高　

橋　
　
　

正

　

元
阿
仁
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

西　

根　

欽　

一

　

元
河
辺
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

松　

田　

信　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

水　

澤　
　
　

勤

□
瑞
宝
双
光
章
（
六
名
）

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐　

藤　

秋　

夫

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

鈴　

木　

孝　

一

　

元
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

田　

中　

孝　

夫

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

中　

山　

榮　

治

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

長
谷
部　

吉　

雄

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

三　

春　

廣　

義

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
名
）

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

笹　

山　

隆　

雄

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

相　

馬　
　
　

潔

□
藍
綬
褒
章
（
二
名
）

　

八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

北　

嶋　

透
志
雄

　

大
潟
村
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

松　

橋　
　
　

稔

平
成
二
七
年  

春　

の　

叙　

勲

平
成
二
七
年  

春　

の　

褒　

章

第
二
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
二
七
年

平
成
二
七
年 

春

の

叙

春

の

叙

勲
・
勲
・
褒

章

第
二
四
回

第
二
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
二
七
年

平
成
二
七
年 

春

の

叙

春

の

叙

勲
・
勲
・
褒

章

第
二
四
回

第
二
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
二
七
年

平
成
二
七
年 

春

の

叙

春

の

叙

勲
・
勲
・
褒

章

第
二
四
回

第
二
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部

 

あ
さ 
 

い 

 

 
ま
な
ぶ

　

浅　

井　
　
　

学

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部

 

た
か 
 
は
し 

と
し 
 
あ
き

　

高　

橋　

敏　

明

秋
田
市
消
防
本
部

 

も
り 
 
あ
い 

か
ず 
 

み

　

森　

合　

和　

美

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

た
か 
 
は
し 

て
い 
 
え
つ

　

高　

橋　

禎　

悦

五
城
目
町
消
防
本
部

 

さ 
さ 
き 

し
げ 
 
よ
し

　

佐
々
木　

重　

義

由
利
本
荘
市
消
防
本
部

 

は
た
け  
や
ま 

 

 
み
さ
お

　

畠　

山　
　
　

操

横
手
市
消
防
本
部

 

お
お 
 
い
し 

よ
し 
 
た
か

　

大　

石　

義　

孝

横
手
市
増
田
消
防
団

 

ひ
ら 
ら 
ぎ 

 

 
た
も
つ

　

平
良
木　
　
　

保

横
手
市
横
手
消
防
団

 

と
み 
 

た 

 

 
あ
き
ら

　

冨　

田　
　
　

昭

平
成
二
七
年 

春

の

叙

勲
・
褒

章

第
二
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
で
は
、

消
防
団
員
の
方
々
を
対
象
に
、
年
四
回
発

行
す
る「
い
き
い
き
消
防
」の
掲
載
記
事
で

あ
る「
消
防
団
員
物
と
心
の
交
流
広
場
」の

寄
稿
を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

一　

発
行
日 

・
・
・ 

年
四
回

　
　

夏
季
号　

七
月
一
日（
五
月
三
一
日
）

　
　

秋
季
号　

十
月
一
日（
八
月
三
〇
日
）

　
　

新
春
号　

一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
二
九
日
）

　
　

春
季
号　

四
月
一
日（
二
月
二
八
日
）

      　
　

※

（　

）は
、現
行
締
切
日
で
す
。

二　

寄
稿
の
資
格
及
び
内
容

　

㈠　

消
防
団
員
個
人
の
寄
稿
で
あ
る
こ

と
。

　

㈡　

各
地
の
特
産
品
、
園
芸
品
、
農
産

物
、
民
芸
品
、
食
料
品
、
そ
の
他
必

要
物
品
等
を
直
接
生
産
、
製
造
さ
れ

て
い
る
方
。

　

㈢　

安
価
に
全
国
の
消
防
団
員
に
提
供

で
き
る
も
の
。
（
数
量
を
限
定
し
て

も
よ
い
）

　

㈣　

季
節
の
物
品
に
つ
い
て
は
、
掲
載

の
時
期
及
び
販
売
で
き
る
期
間
等
を

指
定
す
る
こ
と
。

　

㈤　

商
品
の
宣
伝
文
句
は
、
五
〇
字
程

度
と
す
る
。

　

㈥　

寄
稿
者
の
所
属
消
防
団
員
名
、
氏

名
を
記
載
す
る
こ
と
。

　

㈦　

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
な
ど
の
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ

と
。

　

㈧　

商
品
と
寄
稿
者
の
カ
ラ
ー
写
真
を

添
付
す
る
こ
と
。

　

㈨　

消
防
団
員
等
の
直
接
注
文
に
生
産

者
等
が
責
任
を
持
ち
注
文
者
に
発
送

す
る
こ
と
。

三　

原
稿
提
出
先

    

秋
田
県
消
防
協
会
に
、
様
式
「
消
防

団
員
物
と
心
の
交
流
広
場
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※

様
式
は
、当
協
会
に
あ
り
ま
す
。

四　

問
合
わ
せ
先

　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
福
祉

部 

小
林
晃
昌
又
は
当
協
会
ま
で
。

横
手
市
平
鹿
消
防
団

 

す
が 
 
わ
ら 

い
ち 
た 
ろ
う

　

菅　

原　

一
太
郎

横
手
市
大
森
消
防
団

 

き
く 
 

ち 

じ 
 
ろ
う

　

菊　

池　

二　

郎

横
手
市
十
文
字
消
防
団

 

ほ
そ 
 
か
わ 

ゆ
う 
 
い
ち

　

細　

川　

祐　

一

＝ 

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会 

＝

「
い
き
い
き
消
防
」へ
の

     　
　
　

掲
載
記
事
募
集

　

秋
田
県
消
防
協
会
消
防
互
助
会
審
議
委

員
会
は
、
四
月
二
四
日（
金
）六
名
の
委
員

が
出
席
し
、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル
み
ず

ほ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
互
助
会
は
、
協
会
の
目
的
及
び
事

業
の
円
滑
な
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
会

員
相
互
の
共
存
共
栄
及
び
親
睦
融
和
を
図

る
と
と
も
に
、
消
防
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
罹
災
見
舞
金
や
弔
慰
・

傷
痍
見
舞
金
、
結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
な
ど

を
行
う
事
業
で
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
の
審
議
委
員
会
は
、
最
初
に
委
員

長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ

り
上
小
阿
仁
村
消
防
団
の
北
林
義
髙
団
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
北
林
委
員
長
が
不
在
の
た

め
佐
々
木
謙
吉
委
員
が
議
長
と
な
り
、
平

成
二
六
年
度
消
防
互
助
会
決
算
や
平
成
二

七
年
度
消
防
互
助
会
予
算
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
度
は
前
年
度
と
比
較
し
て

加
入
者
が
五
七
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
結

婚
祝
い
金
は
九
一
件（
前
年
度
比
九
件
増
）

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年度消防互助会見舞金等の贈呈状況

消防互助会審議委員名簿

  罹災見舞金
   住家全焼・全壊 2 200
   住家半焼・半壊 3 120
   非住家又は家財焼失・損壊 1 10
   小　　　計 6 330
   弔慰・傷痍見舞金  19 190
 結婚祝い金  91 910
   合　　　計 116 1,430
 【参考】消防互助会加入者数　　　　　　　　18,889人

平成27年4月現在

 委員長 北　林　義　髙  上小阿仁村消防団　団　長
 委　員 成　田　俊　昭  小 坂 町 消 防 団　団　長
  小　山　初　美  藤 里 町 消 防 団　団　長
  遠　間　富　和  井 川 町 消 防 団　団　長
  斎　藤　正　俊  秋 田 市 消 防 団　副団長
  今　野　文　夫  由利本荘市消防団　副団長
  髙　橋　正　尚  美 郷 町 消 防 団　団　長
  冨　田　　　昭  横手市横手消防団　団　長
  佐々木　謙　吉 東 成 瀬 村 消 防 団　団　長

任期：平成27年4月1日～平成29年3月31日

一
一
六
件
の
見
舞
金
・
祝
い
金
を
贈
呈

一
一
六
件
の
見
舞
金
・
祝
い
金
を
贈
呈

一
一
六
件
の
見
舞
金
・
祝
い
金
を
贈
呈

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

見 舞 金 等 の 種 類 件数
（件）

金額
（千円）
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山菜採りに行くときの注意・装備品の注意
①一人で山には入らないで、家族(又は知人)に行き先を
告げる
②自分の体力、体調にあった行動をとる
③知らない山には入らない
④天気予報・気象情報を確認してから出かける
⑤予備の食糧、雨具、着替え、ライター、熊鈴、ラジ
オ、笛などを持つ
⑥携帯電話(電波の届く場所を確認する)
⑦服装、所持品は目立つ色にしましょう
　・自然界に無い色の物を着用・持参しましょう
　・捜索する側から目立つ色は白色
　・白いタオルを持参して入山して下さい

入山の注意・登山の注意
①声を掛け合い、お互いの居場所を確認して同行者と離
れない
②方向を見失わないようにする
③無理をせず早めに切り上げ、明るいうちに下山する

もし、迷ってしまったら
①むやみに歩き回らない
　(沢や崖などに転落してしまう場合があります)
②雨風を防げる場所で救助を待つ
③明るくなったら見通しの良い場所に出て、救助を待つ
④捜索のヘリコプターを見つけたら、見通しの良い場所
に移動して、目立つ色の着衣、雨具、タオル等を振っ
て自分の居場所を知らせる

入山者の皆さんへ

平成26年山岳遭難　年代別発生状況

山岳遭難事故の発生状況

29歳以下　3.5％
30～39歳　3.5％

40～49歳　5.6％

50～59歳
18.4％

60～64歳
9.2％65～69歳

11.5％

70～79歳
36.8％

80歳以上
11.5％

　

平
成
二
七
年
度
秋
田
県
山
岳
遭
難
防
止

対
策
協
議
会
（
会
長
・
堀
井
啓
一
秋
田
県

副
知
事
）
総
会
が
四
月
二
三
日（
木
）、
秋

田
県
庁
第
二
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二

六
年
山
岳
遭
難
事
故
発
生
状
況
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
岳
遭
難
事
故
報
告
に
よ
る
と
、
発
生

件
数
は
六
七
件
、
う
ち
山
菜
採
り
が
三
二

件
で
四
八
％
を
占
め
、
遭
難
者
数
は
八
七

人
、
う
ち
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
五
二

人
で
六
〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
山
岳
遭
難

　

 
防
止
対
策
協
議
会

  件　　数 68 89 70 67
 合　　計 遭難者数 74 103 93 87
   うち死亡 11 14 9 14
  件　　数 4 7 10 18
 登　　山   遭難者数 5 7 11 33
     うち死亡 - 2 1 3
  件　　数  45 57 29 32
 山菜取り  遭難者数  50 63 41 36
     うち死亡 8 4 2 5
 きのこ取 件　　数 8 16 15 11
 り 遭難者数  8 16 18 12
     うち死亡 - 4 - 5
  件　　数  11 9 16 6
 そ の 他   遭難者数 11 17 23 6
     うち死亡 3 4 6 1
＊「その他」は森林伐採、渓流釣り等の事故

    H23 H24 H25 H26

 

山
菜
採
り
が
遭
難
の
四
八
％
を
占
め
る
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近
年
、
全
国
的
に
住
宅
火
災
の
件
数
は

減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
火
災

に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
逆
に
増
加
傾
向
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
、
七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
で
は
、
今
年
三
月
末
で
九
件
の

住
宅
火
災
が
発
生
し
、
す
で
に
三
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
て
高
齢
者

す
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
て
、
横
手
市
消
防

本
部
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
火
災
予
防
及

び
死
者
の
低
減
を
図
る
た
め
、
横
手
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
合
同
で
、
三
月
と
春
の

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
高
齢
者
世
帯
の

立
入
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
八
〇
歳
以
上
の
高

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

- 15
- 13
1

- 17
- 44
0
0

-  3
- 14
0

- 21
- 38
2

-  3

199
46
29
77
351
35
61

91
30
12
34
167
18
37

22
30
2
31
85
1
8

76
17
13
17
123
18
37

19
16
2
10
47
3
5

平成27年 平成26年 同期比較
4月 累計 累計4月 年計 4月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

＝
横
手
市
消
防
本
部
＝

『
高
齢
者
世
帯
立
入
検
査
』
を
実
施

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
人
が
後
期
高
齢
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
火
災
に

よ
る
死
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま 立ち入り検査の様子　①

立ち入り検査の様子　②

齢
者
世
帯
を
最
優
先
と
し
、
ス
ト
ー
ブ
や

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
使
用
箇
所
の
点

検
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
啓
発

の
他
、
ま
だ
豆
炭
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

お
宅
に
は
、
よ
り
安
全
な
電
気
製
品
へ
の

切
替
な
ど
住
宅
防
火
対
策
の
必
要
性
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
高
齢
者
世
帯
の
立
入

検
査
を
実
施
し
、
火
災
に
よ
る
死
者
の
低

減
に
努
め
、
幸
せ
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕

「
消
防
団
情
報
館
」
へ

 　
　
　

掲
載
す
る
情
報
の
募
集

「
消
防
団
情
報
館
」
へ

 　
　
　

掲
載
す
る
情
報
の
募
集

　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
で
は
、

消
防
団
に
対
す
る
認
識
を
一
層
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
消
防
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
消
防
団
情
報
館
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
消
防
団
員
募

集
、
消
防
団
活
動
に
関
す
る
情
報
、
あ
る

い
は
訓
練
等
の
動
画
デ
ー
タ
、
広
報
紙
な

ど
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
充
実

し
た
「
消
防
団
情
報
館
」
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

未
登
録
の
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、

掲
載
す
る
情
報
を
ご
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


